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１ はじめに

産業遺産 (���������	
�������) への関心が

高まっている｡ 関連する書籍の出版が相次いで

いるだけでなく, 雑誌や新聞で取り上げられる

ことも多くなった｡

とくに, 最近は世界遺産ブームとの関連で,

世界各地の素晴らしい産業遺産が紹介されるよ

うになったことに刺激を受け, 日本各地で地域

活性化の核として産業遺産を世界遺産にしよう

との動きが広がっている｡

いま, 産業遺産をめぐりどのようなことが起

きているのか, 九州・熊本ではどのような動き

がみられるのか, 産業遺産はどんな可能性を有

するのか, これらの問題について, 世界や日本

での様々な動向を整理した上で, 熊本・九州の

産業遺産の活用可能性を探るとともに課題を整

理することが本稿の課題である｡

なお, 一般的には産業遺産とは産業革命以降

に産業活動の結果として残されたものの中で歴

史的に価値ある文化財を指すが, 本稿では必要

に応じ教育や文化関係の遺産も入れて広義に解

釈し, 近代化遺産と重ねて用いることもあるこ

とを最初に断っておきたい｡

２ 高まる関心

① 出版物

日本の産業考古学会はイギリスより約�年

ほど後れて����年代に誕生しているが, 産業

遺産への関心が急速に高まったのは��年代に

入ってからである｡ 産業考古学会による出版物

に加え, 各種の本や写真集が出版されるように

なり, 月刊誌での特集も相次ぐようになった�)｡

新聞でも, 例えば ｢技術遺産を訪ねる｣ という

シリーズを日本経済新聞が���年�月より毎

週日曜日に連載中である｡

国レベルでは, 文化財保護審議会の下に設置

された文化財保護企画特別委員会が����年�

月に ｢時代の変化に対応した文化財保護施策の

改善充実について｣ を出して近代化遺産の早急

な調査と保存の必要性を指摘している)｡ この

結果, ｢近代の文化遺産の保存・活用に関する

調査研究協力者会議｣ が同年�月に設置され,
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�) 主なものだけでも以下の様な月刊誌の特集がある｡ 『太陽』 ｢特集�産業遺産の旅｣ ������, ����年��月,
『別冊歴史読本 近代を創った		人 近代化遺産とパイオニア』 新人物往来社, 
���年, 『男の隠れ家』
｢身近な異空間 日本の近代化遺産｣ 
���年�月号, 『日経地域情報』 ｢特集 産業観光離陸�の条件｣
������号, 
���年�月, 『るるぶ情報版 中部��』 ｢産業観光に行こう｣ 
���年
月, 『文化庁月報』 ｢特
集����・近代化遺産｣ ������, 
���年�月号｡


) この報告書の中に次のような指摘がある｡ ｢国は, 文化財のうち学術的な調査, 研究による歴史的な評価
が確定した重要なものから指定しており, 現在, 近代に属する文化財で指定の検討対象としているものは,
たとえば美術工芸品のうち絵画が昭和初期, 建造物は大正末, 史跡は明治初期までのものとなっている｡
今後, 調査, 研究をさらに進め, 近代の文化遺産の指定促進をはかる必要がある｣ (東京国立文化財研究
所 [����], ��頁)｡



その分科会の報告をもとに, �年後の ��年�

月に ｢近代の文化遺産の保存と活用について｣

がまとめられるとともに, ｢登録有形文化財｣

がスタートした｡

同じ時期に, 文化庁の指導を受けて各県で近

代化遺産調査が行われ, 多くの都道府県がすで

に調査を終え報告書を出している｡ さらに文化

庁以外にも農林水産省や経済産業省, 国土交通

省も産業遺産へ関心を示し, 整備に力をいれつ

つある｡ ｢日本の棚田百選｣�)や ｢日本の疎水百

選｣ などはその一環として捉えることができる｡

九州における調査・研究動向を大づかみに整

理してみると, 各県別の近代化遺産調査に関し

ては, 宮崎県を除いてすでに調査が終わり報告

書が出ている�)｡ さらに, 大牟田や北九州, 鹿

児島などで, 主要な産業遺産についての報告書

が出されている｡ また, 産業史と歴史的景観の

関係を取り扱った木元富夫氏の研究では北部九

州の産業遺産のことを詳しくとりあげている｡

最近の注目すべき動きは, 県や地域を単位と

した一般向け書籍が相次いで登場し始めたこと

である｡ 先陣を切ったのは, ����年 �月の

『軍艦島の遺産』 で, それに続いて 『かごしま

近代化遺産』 が同年	�月に出た｡ 北九州でも

今秋をめどに出版計画が進んでいると聞いてい

る｡ また, 観光資源という点から産業遺産を捉

えた出版物として, ����年版の 『九州経済白

書』 をあげることができる｡ その特集は ｢新し

い観光・集客戦略｣ で, 各地のヘリテージツー

リズムの動向を詳しく紹介している｡ さらに,

国土交通省九州運輸局が砂田光紀氏に委託して

まとめた 『九州遺産』 は大きな反響を呼び, 九

州にはこれほど多くの素晴らしい産業遺産があっ

たのかと改めて多くの人々が気づくきっかけと

なった｡ 最初は非売品であったが, すぐに一般

書として書店で販売されるようになり, 予想以

上の人気を博しているのも, 潜在的関心の高さ

を示したものと言えよう｡

② 保存運動の進展

関心を寄せているのはマスコミや自治体だけ

ではない｡ むしろ, これらに影響を及ぼしたの

は地域の市民運動であった｡ 全国的には, 東京,

神奈川, 愛知, 北海道, 九州などで活発な運動

が始まったのであるが, ここでは九州での動き

の概要を紹介しよう｡

九州での産業考古学研究は, 朝倉重連水車群

の保存運動に携わっていた香月徳男氏らによっ

て始まっていたが, 組織化については, 	�
�

年に飯塚で産業考古学会全国大会が開催された

のをきっかけに準備が進み, 	�
�年に桑原三

郎氏を会長にして九州産業考古学会が設立され

た�)｡

当初から大牟田の関係者は熱心で, 	���年

には九州産業考古学会の総会・見学会を開き,

翌年の産業考古学会全国大会を成功させている｡

このことは, 三池炭鉱関連の施設が決して単な

る遺物ではなく遺産であるとの認識を大牟田市

民や関係者に広げるのに大きく貢献した｡ これ

がきっかけとなり, 	���年�月には ｢三池炭

鉱関連施設の保存・活用に向けて (提言)｣ が

産業考古学会より出され, その後の, 同炭鉱関

連施設の保存に大きな役割を果たした｡ 熱心な

市役所職員の活動もあってその後も大牟田市は,

	���年には ｢産業遺産国際シンポジウム｣ を

開催するなど, 産業遺産を活かした街づくりに

積極的に取り組んできている｡ ����年�月に

は近代化遺産活用協議会が大牟田で開催されて

いる｡ このような動きを踏まえ, 三池炭鉱の産

業遺産活を活用するための活発な市民運動が広

がり, いまでは��法人大牟田・荒尾炭鉱の

まちファンクラブがシンポジウムを開いたり,
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�) 青柳 [����] を参照｡ 熊本では水俣の寒川地区棚田が取り上げられている｡
�) 参考文献一覧を参照｡
�) 九州産業考古学会の設立経緯については, 木元 [����], ���頁を参照｡



修学旅行のガイドをしたりしてまちづくりに貢

献している｡

同様の活発な動きは, ����年の閉山後に無

人島となって放置されてきた長崎県の端島に関

してもみられ, ���法人が組織され長崎市民

だけでなく全国から関心を呼ぶ保存・活用活動

を精力的に展開中で, 自治体も観光資源として

の可能性に注目するに至っている｡

福岡県の志免町でも志免炭鉱立坑櫓保存のた

めの住民組織が生まれ, �		
年�月には日本

産業技術史学会第��回年会講演会 (志免大会)

を開催し, 保存への弾みをつけた｡

これらを含め九州各地にいま, 産業遺産を保

存・活用するための���が相次いで生まれて

いるが, その主なものは以下のとおりである｡

・���法人大牟田・荒尾炭鉱のまちファンクラブ
・���軍艦島を世界遺産にする会
・志免立坑櫓を活かす住民の会
・���かごしま探検の会
・���北九州����クラブ

なお, これらの���の間で, いま九州ネッ

トワークを作る計画が進んでいるところである｡

③ 熊本の動き

熊本において近代化遺産への関心を高めたきっ

かけは, 熊本まちなみトラストによる近代建築

の保存活動であろう｡

同トラスト誕生のきっかけは熊本市のある歴

史的建造物が解体の危機に瀕したことであった｡

すなわち, ����年建造の旧第一銀行熊本支店

は西村好時により設計され清水組により施工さ

れた建物であったが, ����年にマンション建

設のために取り壊されることになった｡ それを

聞き何とか残したいとの強い思いを抱く建築家

や事業主たちが集まり熊本まちなみトラストを

作り, 同建築物の買い手を探し, 保存・活用の

道を探ったのである｡ この時は土壇場で買い手

が見つかり, 空調機器メーカーのピーエス株式

会社のオフィスとして見事に再生され, 第��

回 �����賞ベストリフォーム部門表彰を受

けている｡ 同トラストは, さらに旧第一勧業銀

行熊本支店の保存運動, 旧熊本紡績工場の保存

運動, さらに�		�年からは��上熊本駅舎の

保存運動と精力的に活動を続けてきている｡

また, 旧熊本紡績の保存運動をきっかけに

�		�年�月には熊本産業遺産研究会が発足し,

産業考古学会の熊本支部の役割を兼ねつつ, 今

日まで�年間に, ｢なつかしき�時代の熊本

駅・上熊本駅をたずねて｣ (�		�年�月�日),

｢八代周辺の産業遺産を訪ねて｣ (同年��月��

日), ｢集成館の調査事業について (長谷川雅康

氏)｣ (�		�年�月��日), ｢浜田醤油 (株) の

建物・機械を訪ねて｣ (�		
年 �月 ��日),

｢肥薩線に残る鉄道遺産見学会｣ (同年�月��

日), ｢産業遺産のおもしろさ (川上顕治郎氏)｣

(同年�月��日), ｢大築島の調査・見学会｣

(同年�	月��日) などを開いてきて, 徐々に

参加者が増えている｡

このような動きもあって, 最近は熊本の経済

界やマスコミも産業遺産に関心を持つようになっ

てきた｡

まず, 熊本経済同友会観光部会は, �		�年�

月��日に ｢産業遺産観光｣ をテーマに講演会

を開き, 冨士川一裕氏 (熊本まちなみトラスト

事務局長) と筆者が呼ばれてプレゼンテーショ

ンを行った｡ 熊本のマスコミでもこの間, 産業

遺産が取り上げられる機会が増えた｡ 筆者自身

が関わった分でも, 肥後学講座の一環として

｢肥後の産業遺産｣ に関連する映像が �		�年

��月�日夕方に熊本放送で紹介された｡ また,

���熊本放送局の ｢ひのくに���｣ の�		


年�月��日に出演し, 産業遺産の面白さ可能

性をアピールした｡

この他, 学術的な研究発表も開催された｡ す

なわち, �		
年�	月�	日 (木) に地全協 (地

域研究機関全国協議会) の平成��年度研究発

表会が熊本学園大学産業経営研究所で開催され,

庄谷邦幸氏 (大阪市立公文書館長・桃山学院大

学名誉教授)による ｢地域再生と産業観光｣ と

いうテーマでの報告があった｡ そこでは, 国際

熊本・九州の産業遺産をめぐる動向と課題
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産業遺産保存会議 (������) の最近の動きが

紹介された後, ｢産業観光｣ の可能性について

大阪経済圏を事例に説明された｡

３ 産業遺産をめぐる動き

ここでは, 産業遺産をめぐる近年の動きを世

界・日本・九州に分けて整理しておく｡

① 世 界

まず, 産業遺産に対する世界的な関心の高ま

りである｡ ����年のユネスコ総会で世界遺産

条約が採択され, 自然遺産と文化遺産の中で世

界的価値を有するものが世界遺産に登録される

ようになり, 欧米を中心に, 産業活動の足跡を

示す文化財が世界遺産に認定されるようになっ

てきた｡ �		
年�月現在で世界遺産は���で

内訳は, 自然遺産�
	, 文化遺産
��, 複合遺

産��となっている｡ うち, 日本は, それぞれ

, �	, 	という状況で, 条約ができて�	年後

にようやく批准したという遅れが登録数の少な

さという結果をもたらしている｡

これまで世界遺産に認定されたヨーロッパの

産業遺産は以下のとおりである
)｡ なお, カッ

コは国名・認定年である｡

・ヴィエリチカ岩塩坑 �����������������(ポー
ランド・����年)
・アルケスナンの王立製塩所 ��������������� 
!��"��"������(フランス・����年)

・アイアンブリッジ峡谷 ����#��$%�&��%�(イギ
リス・���
年)
・ランメルスベルク旧鉱山と古都ゴスラー �����

� ��''���#��%��$������������� &�����

(ドイツ・����年)
・エンゲルスベリの製鉄所 (�%���#��%����"

�����(スウェーデン・���年)
・フェルクリンゲン製鉄所 )�������%������"

�����(ドイツ・����年)
・クレスピ・ダッダ ����*�$+!$$�(イタリア・
���,年)

・ヴェルラ製材製紙工場 )����&��-�$���$��$

.���$����(フィンランド・���
年)
・キンデルダイク－エルスハウトの風車群
����/��������0��$��$�1�"(��2�-�(オラン
ダ・����年)

・ゼメリング鉄道 ��''����%�������(オース
トリア・����年)
・中央運河にかかる�閘門 �2�3�-�4� �����2�
�����$-��������$�2���(�5�����(ベルギー・
����年)

・6737ウォーダ蒸気揚水ポンプ場 6737��-$�
����'8-'*��%�������(オランダ・����年)

・サン・テミリオン地域 �2�9-���$������� 
�����"('�����(フランス・����年)

・ベームステル干拓地 .��'�����8��$��(オラン
ダ・����年)
・エーランド島南部の農業景観 �2�!%���-��-���
4��$���*�� ��-�2���:���$(スウェーデン・
�			年)

・ブレナヴォンの産業景観 .�����5����$-������

4��$���*�(イギリス・�			年)
・ソルテア ��������(イギリス・�		�年)
・ダーウェント峡谷の工場群 6������)�����
�����(イギリス・�		�年)

・ニュー･ラナーク /��4�����(イギリス･�		�
年)
・エッセンのツォルフェライン炭坑産業遺産群
�2�;���5���������������$-��������'*��<

��(����(ドイツ・�		�年)
・アルト･ドウロのワイン産地 !���6�-������

��%���(ポルトガル・�		�年)
・ファールンの大銅山地域 �����%!���� �2�

&������**����-�������3��-�(スウェーデ
ン・�		�年)

・トカイ・ワイン地方の歴史的文化的景観
����1������%������������-��-���4��$"

���*�(�		�年・ハンガリー)
・リヴァプール海岸の商都 4�5��*���"������'�

��������������(イギリス・�		�年)
・ヴァールベリの無線局 )��#��%��$���������

(スウェーデン・�		�年)
・ピコ島のブドウ園文化景観 4��$���*�� �2�

8��������$)������$�-��-��(ポルトガル・
�		�年)
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これらのリストから, ��～��世紀の産業革

命期の鉱工業遺産が中心であること, 近年はそ

れに加え第一次産業の産業遺産の認定が増加し

ていること, まとまった地域を単位として認定

されていることなどがわかる｡ ヨーロッパ以外

で世界遺産に認定された産業遺産はまだ少なく,

アジアでは中国の青城山と都江堰の灌漑施設

(�����	
�������������
���������
�

���
������������年) やフィリピンのコル

ディリェラ棚田 (�
����������� �
!
"�

"
�#���
!!�������$年), ダージリン・ヒマ

ラヤ鉄道 (����!
��%
��!������
!&���

����年)くらいである｡

ユネスコの世界遺産認定にあたって重要な

役割を果たすのが �#'�'�(�������
���!

#����
!��������������
���国際記念

物遺跡会議) で, この�#'�'�の諮問委員会

の役割を果たし, 産業遺産の世界遺産認定に大

きな影響力を有するのが��##�%(�������

���
���!#���
�������#����(��
����

���������
�!%�
����国際産業遺産保存会

議) である｡ ��##�%は)年に一度の総会を開

き, その間に一度の中間会議を開いている｡

���*年+月にロシア共和国ウラルの都市, ニ

ジニータギルで開催された ��##�%総会で

｢産業遺産ニジニータギル憲章｣ が制定された

が, この憲章は, 最終的にはユネスコの承認を

受けて, 産業遺産保存に関する国際的な基準と

なる重要な文書である+)｡

② 日 本

次に, 日本でも産業遺産への関心が高まり,

各地で新しい取り組みが行われていることをあ

げることができる｡ ユネスコ世界遺産条約のわ

が国での批准は遅れたが, 世界遺産への民間レ

ベルでの関心は高く, 近年の世界遺産ブームも

あって, 日本各地で産業遺産を活かしたまちづ

くりや世界遺産登録運動が始まっている｡ いま

日本でもっとも世界遺産指定の可能性が高いの

は石見銀山である｡ 政府は, ���$年�月�$日

に開いた会議 (世界遺産条約関係省庁連絡会議)

で, 島根県の石見銀山遺跡をユネスコ世界遺産

に推薦することを正式に決定した｡ ���,年 �

月にユネスコ世界遺産センターに推薦書を提出

する予定で, 世界遺産リストに記載されるかど

うかは, ���+年+月ごろの世界遺産委員会で

決まるとのことである｡ この他にも, ���$年

に富岡製糸場がそれまでの所有者, 片倉工業か

ら富岡市へ譲渡され, 市や県をあげて世界遺産

登録のための準備を始めたことも注目すべき動

きである｡

既述のように, 文化庁を中心とする国・自治

体による調査・研究の進展も加えることができ

るが, なんといっても, 地道ながらこつこつと

活動を続けてきた全国レベルの産業考古学会と

各地の関連学会・研究会の努力を忘れてはなら

ないであろう｡

���$年+月には名古屋で愛知万博にあわせ

て, ��##�%中間会議が開かれた｡ これは欧米

以外では最初の会議として大きな意味を持つも

のであり, 欧米とアジアの研究者・活動家の連

帯を大きく前進させる会議であった｡ そのこと

は, 会議後に��##�%のスミス事務局長から

送られてきた以下の言葉に端的に集約されてい

る｡ すなわち ｢今回の名古屋の会議は素晴らし

い成功でありました｡ 参加した西欧諸国の人々

の目に, 日本が多数の産業遺産を大切に保存し

ていることを認識させるとともに, 世界の産業

遺産地図に日本は確固たる地位を築かれたと信

じます｣�)｡

�$年度の産業考古学会の取り組みとしてさ

らに注目すべきは, 日本経済新聞社と共同して

開催した ｢産業遺産ウォーク｣ が好評を博した

ことであった｡ ｢-�../�産業遺産シンポジウ

熊本・九州の産業遺産をめぐる動向と課題
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+) ニジニータギル憲章の全文の仮訳は, 『産業考古学』 ���号 [���*] に掲載されている｡
�) 『産業考古学』 ��+号 [���$], �頁｡



ム｣ (�月 ��日大手町日経ホール) の後,

������産業遺産ウォーキング大会は, �月�

日から	月��日まで
回にわたって開催され,

いずれも大好評であった｡ これは, 同新聞社が

産業遺産への関心を示したということと, 多く

の人々が産業遺産を見て感動したということで

大きな意味のあるイベントであった｡

いま, 景観という言葉が都市計画や農村再生,

観光事業などで盛んに用いられるようになって

きているが, そのルーツを探ると風土という言

葉にいきつく｡ 人間社会を時間性と空間性とい

う二重の運動により捉え, ｢人間存在の空間的・

時間的構造は風土性・歴史性として己を現して

くる｡ 時間と空間の相即不離が歴史と風土との

相即不離の根底である｣ として, 風土の重要性

を主張したのが和辻哲郎である�)｡

だが, 近代技術優先の高度成長期には和辻は

ほとんど忘れ去られた感があった｡ 高度成長の

反省を踏まえ, あらためて景観の重要性につい

て世間に広く知らしめた第一人者は中村良夫氏

であろう｡ 氏は, ｢風景論は, むしろ思想上で

も, 工学技術, 行政技術の点からも, 地域主義

に行きつくべき性格を持っている｡ 地域の文

化的円熟と平安こそ, その本来の目的であろ

う｣��)と述べている｡ ここでの風景という言葉

は景観という言葉に置き換えてよい｡

都市景観については建築家や都市計画専門家

による本が多く出ているが, 農村景観について

の本は少ない��)｡ その中で, 日本の国土は太

古からの日本人の営為によって作られてきたも

のだと一貫して主張してきたのが富山和子氏で

ある��)｡ 氏の主張を踏まえれば, 治水施設だ

けでなく, 棚田を含む水田や, 杉・桧の植林も

産業遺産と言える｡ また, 河川を中心とした景

観に関して伝統的治水技術の復権を主張してい

るのが大熊孝氏である��)｡

行政による景観認識の一大変化は, ����年

の文化財保護法の改正である｡ ここで, 従来の

有形文化財, 無形文化財, 民俗文化財, 記念物,

伝統的建造物群という分野に��年ぶりに文

化的景観が加わった｡ こうして, ���年に

｢景観法｣ が施行されたのである｡ これ以降,

風景美の認識が大きく変わりつつある｡ 都市や

農村の産業遺産を含む景観も文化財との認識が

広まってきている｡

実は, 文化的景観 (�����������������) と

いう概念は, 世界遺産の登録基準として����

年に新たに付け加えられた概念である｡ それは,

｢自然環境の特色と限度を考慮に入れながら,

自然との微妙かつ特殊な関係を構築しているも

の｣ であり, 以下の�つに分類できる��)｡

ａ ｢人間によって意図的につくられた｣ 景

観・・・庭園や公園

ｂ ｢変化性のある｣ 景観・・・フィリピン

の棚田など

ｃ ｢結合的な文化｣ 的景観・・・ピレネー

山脈など

世界遺産に値する景観がいくつも存在する日

本は, 今後もっと文化的景観という観点を重視

して地域振興を図るべきではないだろうか｡

③ 九 州

さらに, 動き始めた九州の産業遺産活用につ

いていくつかの事例をとりあげたい｡

まず, これまでも活発な取り組みを行ってき

たところがさらに新しい試みを始めた事例とし

て, 鹿児島の集成館事業のリノベーションが注

目に値する｡ ����年の九州新幹線の部分開業
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�) 和辻 [��	�], ��頁｡
��) 中村 [��
�], ���頁｡
��) 経済学者として鋭い問題提起を行っているのが, 松原隆一郎 [����] である｡
��) 富山 [��	�], 富山 [����], 富山 [���] を参照｡
��) 大熊 [����] を参照｡
��) オドルリ他 [���], 
��頁を参照｡



により鹿児島駅周辺再開発を含め変化が見られ

る鹿児島において, 島津興業 (株) は, 反射炉

のレーダー探索などを用いた学術研究も取り入

れつつ, 集成館の再開発を行い, ��年��月に

リニューアルオープンさせて, 観光客の増加を

図っている｡ 鹿児島は一大ブームになっている

焼酎ブームの追い風を受けて, 各地の焼酎蔵が

醸造過程や醸造施設を観光客向けに公開してお

り, これと集成館事業のリニューアルがうまく

かみあって鹿児島の産業観光は活況を呈し始め

ている｡ さらに, 鹿児島県の新しい取り組みと

して付け加えるべきは, 大口市にある旧曽木発

電所遺構が観光資源として ｢発見｣ され, 国土

交通省の支援も受け, 急速に整備事業が進んで

いることである｡ 鹿児島県のこのような取り組

みの弾み車になったのは����年の産業観光フォー

ラム (鹿児島) であったし, 鹿児島大学を中心

とする学術研究の支援が大きな意味を有してい

ることも強調しておきたい��)｡

次に, 長崎の沖合に浮かぶ小島でその姿から

軍艦島と呼ばれる端島の動きを紹介しなければ

ならない｡ ここは, ����年に天草出身の小山

秀が端島砿を創業して以来, ���	年の閉山に

至るまで�世紀にわたり地下の石炭を掘り続け

てきた炭鉱で, 最盛期には����人以上の人が

暮らした島である｡ 閉山後, 無人島となってき

た島であるが, 近年, 産業遺産としての価値が

発見され, 
��法人 ｢軍艦島を世界遺産にす

る会｣ が結成され, 坂本道徳理事長を中心に活

発な取り組みを行っているところである｡ 長崎

県は, 観光資源の開発と保存に熱心な県である

が, 後述の産業観光についてもいち早く取り組

み, パンフレットを作成するとともにホームペー

ジもたちあげ, 新しい観光ルートの開発にも力

をいれている｡

大牟田や志免についてはすでに言及してきた

ところであるが, 最近の一大ニュースは志免立

坑櫓保存が決定したことである｡ これは関係者

のねばり強い運動の成果である｡

このような中, いま九州全体のネットワーク

化が課題となっているが, ����年はその出発

点ともなる年であった｡

まず, 鹿児島県が音頭をとり, 長崎県と佐賀

県に働きかけ, �月��日に鹿児島市で ｢九州

近代化産業遺産シンポジウム｣ を開き, ｢かご

しま宣言｣ を採択し, 九州が一体となった保存

活用を推進することをうたった｡ 続いて, 軍艦

島を世界遺産にする会が中心となって九州伝承

遺産シンポジウムが昨年�月��日に長崎で開

かれた｡ このシンポは短期の準備と言うことも

あり参加者は多くはなかったが, 質的にはたい

へん大きな意味を持つ企画であった｡

４ 熊本の産業遺産の現状

これまで, 世界・日本・九州の動きを簡単に

整理してきたことからも分かるように, いま産

業遺産をめぐっては大きな変化がみられる｡ そ

のような状況の下, 熊本の動きはどうなってい

るのかについて見てみたい｡

① 相次ぐ消失

この�年間をとりあげても, 大切な熊本の産

業遺産が相次いで姿を消した｡

まず, 最大のものは熊本駅前にあった月星化

成熊本工場である｡ これはもともと明治��年

に作られた熊本紡績の工場の原型を保持しつつ

増築を繰り返しながら使い続けられてきた工場

である｡ ����年月に閉鎖され, その後, 市

民による保存運動もあって, 熊本県も文化財と

しての理解を示し, 保存活用の道が探られたの

だが, 現地で一部を保存し, 新しくできる国の

合同庁舎の設計に組み入れて欲しいとの要望が

かなわず, 残念ながら完全更地になった｡ わず

熊本・九州の産業遺産をめぐる動向と課題
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かに二つの建物が移築・活用されることになっ

たことが救いである��)｡

つぎに大きなものとしては八代市にあった旧

日本セメント八代工場である｡ 九州初のセメン

ト工場として����(明治��) 年に操業を開始し

�世紀近くも稼働してきた工場であったが,

����(昭和��) 年の閉鎖後��年近く放置され

ていた｡ だが, ���	年に広島市に本部のある

大規模小売店のイズミが太平洋セメントから借

地してショッピングセンターを建設することに

なり, 歴史ある工場施設も全て解体されてしまっ

た｡ わずかに, �台の工作機械を熊本学園大が

譲り受け, 同大の産業資料館に展示しているだ

けである�
)｡

さらに, ����年秋の熊本駅機関車の消滅も

まことに残念なことであった｡ この機関車庫は

���	(大正�) 年にできたもので, 蒸気機関車

時代から��年以上も用いられてきただけに時

の重みをずっしりと感じさせたものであり, 新

幹線工事に伴い解体されてしまったのであるが,

これも新しい駅舎の設計に組み入れることはで

きなかったであろうか｡ 熊本駅に関連して, 動

く産業遺産であった��あそ��がボイラー

老朽化に伴い引退したのも残念なことであった｡

このような中, 明るいニュースもいくつかあ

る｡ まず, 熊本での取り組みが産業考古学会に

より表彰されたことである｡ 旧月星化成熊本工

場の移築活用での貢献が認められ, 学校法人熊

本学園ならびに旧鐘紡熊本工場病院の移築活用

グループが功労者表彰を受けた｡ 同時に, 九州

で最後に運行した路線ボンネットバス (いすゞ

����型) を山江村が保存復活し, 有効に活

用していることが評価され, 同バスが産業考古

学会推薦産業遺産に選定された｡ ともに����

年�月�	日 (土)に, 東京都立航空高専で開催

された同学会総会で表彰された｡

また, 九州新幹線の工事に伴い解体が決まっ

た��上熊本駅舎に関して, 市民が主体となっ

た保存運動が起こり, 結果的に主要部分が移築

され市電上熊本駅の電停の建物として活用され

ることになったことも, 全国的に見ても注目す

べき成果であると言える｡

② 現 況

集成館を有する鹿児島, 近代日本の造船業を

切り開いた長崎, 鉄と石炭で栄えた北九州｡ こ

れらに比べると熊本は農業県のイメージが強く,

見るべき産業遺産はないように思われてきた｡

それだからこそ, 先に見たような産業遺産が次々

に取り壊されてきたのに世論も無関心であった

のであろう｡

本当にそうであろうか｡ 実は, 熊本も産業遺

産が豊かに存在する県なのだ｡ 国指定重要文化

財となっているものだけで, 通潤橋や万田抗,

三角西港, 熊大工学部資料館など多数存在する｡

熊本は産業遺産が豊富に残る県なのである｡ 試

みにこれらを大づかみで分類すると以下のよう

になる｡

１ 農林水産関係
農業�稲作 (棚田), 養蚕業など
林業�植林 (旧藩木を含む)など
水産業�漁船, 漁労具, 養殖施設など
治水�幸野溝, 百太郎溝, 南阿蘇の用水路群, 元

禄・嘉永井手, 鼻繰井手など
干拓施設�玉名干拓施設,不知火海干拓施設など

２ 鉱工業関係
石炭�三池炭鉱万田坑, 魚貫坑, 烏帽子坑など
石灰石�大築島など
陶石�天草陶石
醸造業�熊本酒造研究所, 瑞鷹酒造, 千代の園酒

造, 山村酒造, 通潤酒造, 浜田醤油など
手工業�鍛冶, 陶磁器, 象眼など
工業�旧三菱健軍工場, 八代・水俣の工場群など
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３ 商業・サービス業
銀行業�旧第一銀行熊本支店, 旧井芹銀行など
興行施設�八千代座など
倉庫業�川尻の藩蔵など
４ インフラ関係
眼鏡橋�霊台橋, 通潤橋など
近代橋梁�立野橋梁, 第一白川橋梁など
港湾施設�三角西港, 川尻船着場, 玉名の俵ころ

がしなど
鉄道施設�肥薩線, 人吉駅機関車庫など
水道�轟泉水道など
発電所�九州電力黒川第一発電所, チッソ白川発

電所など
５ その他
学校�旧制第五高等学校建物, 旧制熊本工業学校

建物など
宗教�崎津教会, 大江教会, 手取教会

年々, 産業遺産は減っていくが, 熊本だけで

はなく九州全体の遺産として, 次世代に伝えい

きたい遺産がこのように多々存在するのである｡

③ 特徴と可能性

以上に見てきた熊本の産業遺産の特徴を整理

すると以下のとおりである｡

第�に, 意外にも熊本には多様な産業遺産が

実にバランス良く存在するということである｡

ひとつの目安として, 砂田氏の 『九州遺産』 で

取り上げられている九州遺産���を県別に分類

すると以下のようになる｡ 福岡県��, 長崎県

��, 佐賀県�, 大分県��, 熊本県��, 宮崎県�,

鹿児島県�｡ 合計が���になるのは, 三池炭鉱

や肥薩線, 筑後川昇降橋など複数の県にまたが

る遺産があるからである｡ 熊本県��という数

字は決して少ない数ではなく福岡に迫る数であ

る｡ ただし, 本書が出てわずか半年もたたない

うちに, 熊本駅機関車庫とあそ�	
で親しま

れた蒸気機関車が消えたので今は��となって

しまった｡

第�に, 産業遺産を大きく�つ, ｢官の系譜｣

と ｢民の系譜｣ に分けた時, 地方官庁都市, 文

教都市としてのイメージが強い熊本市において,

前者についての遺産が多いことはもちろんであ

るが, とくに郡部において後者に属する立派な

産業遺産がよく残っていることである｡ ｢官の

系譜｣ の代表としては三角西港や旧制五高や熊

大工学部資料館, 鉄道施設などをあげることが

できる｡ ｢民の系譜｣ としては通潤橋や霊台橋,

用水施設などをあげることができる｡

｢民の系譜｣ をたどる時, そこに横井小楠＝

実学党の影響を見いだすことができるのが, 熊

本の特徴と言えよう｡ 一例として, あまり知ら

れていないが, 熊本県の中央部にある ｢岩野用

水｣ を紹介しておく｡ これは, 細川時代の末期

の中山手永 (現在の美里町西部) において, 中

山惣庄屋の矢島忠左衛門のリーダーシップの下

に, 地元の石工や農民が労力を提供して行われ

た工事である��)｡ 矢島忠左衛門の息子, 矢島

源助 (直方)も, ｢父の総庄屋に対する助役格の

代役をつとめて居る中に自然に水利道路の道に

通達したものでせう, 江戸に出仕した時も民部

省の堤防橋梁の方へ務めました｣��)と言われる

ように, 父から治水工事について学んでいる｡

この矢島源助は, 竹崎茶堂, 徳富一敬と並んで,

横井小楠の三高弟と呼ばれ, 徳富一敬に次いで

入門したのは����年代半ばのことで, ちょう

ど岩野用水が出来た頃にあたる｡

第に, とくに熊本が全国に誇れる産業遺産

をあげるとすれば, 他のどこにもないユニーク

な鼻繰り井手や緑川流域石橋群など加藤・細川

時代の治水・治山遺産がよく残っているという

ことである｡ ����年月には, 伊東孝氏を招

き ｢全国石橋サミット｣ が山都町で開催されて

いるが, 総じて, 熊本の産業遺産をくくるキー

ワードは水と緑と石であるといってよいであろ

う｡ 稲作文化は植林という形で緑を増やし, そ

こに蓄えられた水を石を用いて制御し利用して

熊本・九州の産業遺産をめぐる動向と課題
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��) 吉村 [����], 長井 [����] を参照｡
��) 基督教婦人矯風会編 [���], �頁｡



きた歴史が豊富なヘリテージという形で残って

いるのが熊本なのである｡

５ 産業観光の広がり

① 産業観光とは

産業観光とは, ��東海相談役の須田寛氏が

提唱され, 近年急速に広がった言葉である｡ こ

れは, ｢歴史的文化的価値ある産業遺産, 工場・

工房を観光資源とする観光｣��)のことで, 本来

の産業施設としての役割を終えた産業遺産だけ

でなく, 現役の最先端工場までを含む広い意味

の観光のことを指す｡

須田氏の提唱を受け, もともと明治村に代表

されるように歴史遺産に関心を示す土壌を持っ

た中京の経済界を中心に急速に産業観光への理

解が広がっていった｡ 産業観光に関する本も相

次いで出版され, 全国的規模で以下のような産

業観光フォーラムが開かれたきた｡

・第�回全国産業観光サミット 名古屋 ����年
・第�回全国産業観光フォーラム 浜松 ����年
・第�回全国産業観光フォーラム��鹿児島����

・第	回全国産業観光フォーラム��さっぽろ���


・第
回全国産業観光フォーラム��はちのへ���


���
年は, 二つのフォーラムが開かれたと

いうことに加え, 愛知万博において ｢産業観光

国際フォーラム｣ が開かれたということで, 産

業観光にとって画期的な年であった｡

九州では, 鹿児島や北九州, 長崎といったと

ころがいち早く産業観光の可能性に注目して,

各種の事業に取り組んできた｡ たとえばホーム

ページを使った広報状況を見ても����年�月

現在で, ｢長崎県産業観光情報サイト ながさき

見・学・知｣ や ｢北九州市役所観光案内－産業

観光｣ などの積極的な取り組みが見られる｡

九州は, 製鉄所や造船所, 自動車工場など大

規模な現役工場が存在することに加え, 炭鉱を

含め各種の産業遺産が豊富に存在するのである

から, まさに九州こそ ｢産業観光アイランド｣

と呼ぶにふさわしいところと言えよう｡ 九州全

体の産業観光の動きについては, ���
年秋の

朝日新聞西部本社の特集記事 ｢根付くか 『産業

観光』｣ が手際よく整理している��)｡ そこでは,

臼杵の造船所の進水式ツアーと軍艦島クルーズ

をとくに大きく取り上げ, 九州・山口の産業観

光施設の例として, 熊本のサントリー九州工場

と万田坑を含め各県で�カ所を紹介している｡

そして, 中部から始まった ｢産業観光｣ を九州

で広げる火付け役になったのが, 砂田光紀氏の

『九州遺産』 と述べ, 今後これがブレークする

かどうかは, ｢受け入れ側の体制作りと, ネッ

トワーク化｣ によると書かれている｡

それにしても, 他県に比して熊本の遅れが目

立つ｡ 巨大船をつくる造船所からナノ技術を駆

使する半導体工場まで立地し, アルコール飲料

工場も, ビール・酒 (日本の南限)・焼酎 (球磨

焼酎)とバラエティに富む見学が可能な点をもっ

とアピールする必要があろう｡ そういう中で,

山鹿温泉や黒川温泉とも組み合わせた観光ツアー

や修学旅行という形での万田坑への観光客が

���
年度より急増していることに注目しなけ

ればならない��)｡

② 産業遺産の活用

以上見てきたように, 熊本にも多様な産業遺

産が存在する｡ 最後にこれらの今後の可能性に

ついて整理しておきたい｡

まず, 近年重視されるようになってきた地域

の景観にとって, 歴史の重みを蓄積した建物や

土木構築物は不可欠の要素をなすことである｡

熊本でもっともこの点を重視したまちづくりを

積極的に実践しているのは山鹿市であろう｡ そ
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��) 須田他 [����], ��頁｡
��) 『朝日新聞』 (西部本社版)���
年��月�日｡
��) 『熊本日日新聞』 ���
年��月�日｡



の中心の豊前街道は, 菊池川の惣門から始まり

古い醸造工場や大正時代の銀行建物, 製糸工場

事務所, さらに重要文化財の八千代座など地域

の発展を体現している建物が豊富に残ることで

独特の魅力を醸し出している｡

第�に, 産業遺産は次世代への伝承・教育と

いう観点から, 総合的学習や体験型学習という

点で格好の教育の場を提供するということであ

る｡ 例えば, 八代市東陽村町の石匠館にいけば,

アーチ型の石橋の仕組みを自ら組み立てること

で実感的に学ぶことができる｡

第�に, 観光資源という点で近年大きな脚光

を浴びていることである｡ ヘリテージツーリズ

ムという言葉が次第に耳に馴染む言葉になって

きているのは喜ばしいことである��)｡ 現役工

場の見学も含め, まさに産業観光を可能にする

モノこそ先祖が築いてきた産業遺産なのである｡

古いモノを活用し新しいモノと組み合わせる

ことによって, 魅力的な新たな都市空間・農村

空間が生まれる可能性を熊本は秘めている｡ 九

州の産業遺産の中で熊本の独自性を出すとすれ

ば, よく残っている土木遺産や建築遺産に加え,

横井小楠の実学党の流れをくみ, かつては西日

本有数のシルク県として知られた熊本として,

養蚕・製糸遺産の保存に力を入れる必要があろ

う｡ それは製糸関係の建物や設備だけに留まる

ものではない｡ いま, 熊本には��戸ほどの養

蚕農家が残っているが, 九州では熊本のみとい

うことを強く意識し, 生きた産業遺産として保

存に努力すべきである｡

その際, 産業遺産を観光地として発信するに

あたり大切なことは, 素晴らしい遺産があるか

ら人が訪ねて来るだろうというような発信側の

思い入れだけで進めないことである｡ ここに必

要なのは佐藤喜子光氏のいう ｢新しいデスティ

ネーション・マーケティング｣ の発想である��)｡

大都市圏の人々が何を求めているかを年代別・

階層別に想定し, その人たちにふさわしい観光

資源を提示したりあらたに発掘したりすること

が必要なのである｡

６ おわりに

世界的に見ると, 既に見たように近年, 世界

遺産に認定される産業遺産が増えている｡ 例え

ば, ����年度にはイギリスで�つの世界遺産

が認められたがそのうち�つが工場であった｡

その中には, ロバート・オーウェンが人道的な

経営を行ったことで著名なスコットランドのニュー

ラナーク紡績工場も含まれる｡

このような観点から見た場合, 九州の産業遺

産はどのような可能性を有しているのだろうか｡

興味深いのが, �����	事務局長, 
���スミ

ス氏による����年秋の九州レポートである｡

氏は福岡と長崎, 鹿児島の産業遺産を見学した

後, ｢欧米以外でこれだけ充実した産業遺産が

保存されているところはない｣ と指摘し, 各県

バラバラではなく一体となって取り組めば ｢世

界遺産の可能性がある｣ と述べている｡ スミス

事務局長は���年�月に大牟田で, ｢大牟田・

荒尾炭鉱のまちファンクラブ｣ によって開催さ

れた ｢九州産炭地フォーラム｣ でも講演し,

｢世界遺産への第一歩として, 九州各地の素晴

らしい産業遺産をネットワーク化することが大

切｣ と述べている�)｡

世界遺産の登録申請について次のような指摘

熊本・九州の産業遺産をめぐる動向と課題

―��―

��) ヘリテージツーリズムは, 日本交通公社編 [����] でも大きく取り上げられている｡
��) ｢まず, これらのテーマに触発されると予想される客層 (細分化標的市場)を想定し, それにマッチした具
体的な観光行動のシナリオを提案し, 実行方法を教示することによって市場を創出していく｡ 一方同時に,
想定される観光行動のシナリオの舞台を求めて観光資源リサーチを進める｡ そして, 現在は埋もれている
潜在的な観光資源も含めて, これらのテーマに適応できる可能性のある観光資源の発掘を提案し, 具体的
な受け皿 (観光商品) を観光地側と共同開発することになる｣ (佐藤 [����], �頁)｡ さらに, コトラー
他 [����] の第��章 ｢デスティネーションマーケティング｣ を参照｡

�) 熊本日日新聞, ���年�月��日｡ また, スミス氏の ｢九州の産業遺産を世界遺産に｣ という論説が読売



がある｡ ｢一件の登録申請について, 地理的に

離れているいくつかの文化遺産または自然遺産

を, ひとつにまとめて提示することができる｣

が, その条件は, ｢同じ歴史文化圏に属するこ

と｣ ｢地帯特有の同型遺産に属すること｣ とあ

る��)｡ 九州の産業遺産はまさにこの条件を満

たすものだと言える｡

このように, 世界遺産も視野にいれることが

できるほど, 九州の産業遺産は大きな可能性を

秘めた ｢遺産｣ であることが了解できると思う

が, その可能性を発揮していくためにはいくつ

かの課題が存在する｡

第�に, 多くの人々の参加と協力の仕組みを

築き上げなければならない｡ 産業遺産は多くの

場合, 不動産として存在し地域と密接に関係し

ているため, 専門家・半専門家・素人の力を結

集して調査し保存・活用の道を探る必要がある｡

産業遺産の保存・活用をめぐっては, 必ずや市

民・住民 (���を含む), 研究者, 国・自治体,

企業・経済界, この�者の連携が必要になって

くる次第である｡

産業遺産を所有する企業は, 古い建物・設備

の文化的価値を認識し, それを活かし活用する

ことは企業の社会的責任 (�	
) の一つである

こと, 結果的にそれは企業のブランドイメージ

につながることを認識する必要があろう｡ また,

自治体に譲渡される事例が増えてきたことも新

しい流れを加速している｡ その際, ともすれば

お荷物を背負ったと考える自治体もあるが, す

ばらしい地域遺産を受け取ったことをまず認識

し, その保存・活用については民間の知恵, 創

意を引き出すことが重要である｡ また, 世論形

成という面では, 会社員, 公務員, 教員, 学生,

主婦など無関係と思っている人への広報活動を

通じ, 関心を呼び起こすことが必要であろう｡

学術的な面でも ｢学際｣ 的な分野であり, 様々

な学問分野の協力が必要である｡ 工学 (建築学,

土木工学, 都市工学, 景観工学など), 歴史学

(経済史, 経営史, 地域史, 技術史など), 環境

学, 文学, 観光学, 芸術学, それに近年はマネ

ジメントやマーケティングも必要となっている｡

豊かな可能性を秘めた面白い分野であり, それ

ぞれの地域において多くの研究者と地域住民の

英知を結集する仕組みを考え出さねければなら

ない｡ 幸い, 全国には素晴らしい企業家や企業

があって, 先駆事例に学ぶことも大切である｡

第�に, 経済的に成り立つ仕組みの構築であ

る��)｡ ���を含めたマネジメントならびにマー

ケティングの工夫がまず必要である｡ また, よ

ほど大規模な産業遺産の他は, 個々の産業遺産

だけでは観光客を引きつける力が弱いので, 他

との連携が重要になる｡ 例えば, 地域の多様な

産業遺産のネットワークや他の観光資源とのネッ

トワークが考えられる｡ 熊本は阿蘇や天草とい

う二つもの雄大な国立公園を持っているし, 黒

川温泉をはじめ多数の温泉に恵まれているので

それらとの連携が必要なことは言うまでもない

が, 意外に見落とされがちなのが近代建築との

連携である｡ すなわち, 熊本はアートポリスと

いう財産ももっている｡ これとのコンビネーショ

ンも課題だ｡ さらに, 熊本の農産物・林産物・

海産物との連携や, 天草の教会や有明海沿岸の

古墳群との連携などいろいろなことが考えられ

る｡

観光について次のような指摘がある｡ すなわ

ち, ｢そもそも観光とは地域にある自然や歴史
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新聞 (夕刊)���年�月�日に掲載された｡ さらに, ������の意見も踏まえ世界遺産の選定を行う権限
を持つ�����	名誉会員のヘンリー・クリアー氏は, ���年�月に鹿児島に招かれたとき ｢九州各県が
連携して歴史的価値の掘り起こしに取り組めば, 優れた点が見えてくるだろう｣ と述べている (南日本新
聞社 [���], ���頁)｡

��) オドルリ他 [���], �頁｡
��) この点は, 昨年�月��日に長崎で開かれた九州伝承遺産シンポジウムで, 三藤利雄氏のコメントに教示
された｡



だけでなく, 地域にある産業を総合的に提供す

るという意味で, 地域産業を総合化したものだ

ということができる｡ つまり, 観光はそれぞれ

の産業のかけ算の六次産業といえよう｣��)｡ こ

のような観点からすると熊本は実に豊かな観光

資源を有する県と言えよう｡

最後に, 九州の産業遺産の保存・活用にあたっ

て, 各県レベルだけではなく, 九州全体の関係

者・関係組織のネットワークが不可欠である｡

九州の中央部に位置する熊本は, あと�年後に

迫った九州新幹線の博多・熊本間の開業を前に,

いたずらに危機感を抱くことなく, 陸路・海路

の地の利を活かして積極的に様々な分野で九州

のネットワーク化に取り組む必要があるが, 産

業遺産のネットワークもその中に含まれるので

ある��)｡

まことに, 産業遺産の保存・活用は熊本のみ

ならず九州全体の地域活性化にとって戦略的に

重要な課題であると言えよう｡
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